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妊娠中の母体の骨密度変化および骨密度と胎児発育との関係
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目的　妊娠中に骨密度が低下するか否かを骨代謝との関連より明らかにすること，妊娠中の母体

の骨密度およびその変化と周産期要因，胎児の発育との関連を検討することを目的とする。

方法　妊娠中毒症，2週間以上の臥床，在胎37週未満，体重2,500 g未満の児出産の場合を除い

た45人（年齢26-35歳）の妊婦およびほぼ同年齢幅の35人の非妊婦（対照群）について，妊

婦では妊娠前半期（妊娠8-20週）と出産時，対照群では6か月間隔で2回，超音波法によ

り測定された踵骨骨密度の変化を比較検討した。また，骨密度およびその変化率と母児の周

産期要因および妊娠前半期，中期，後期に測定された尿，血液中骨代謝マーカーとの関係を

分析した。

結果　1.　妊婦の骨密度は妊娠中に有意に低下し（Stiffnessで平均－4.3％），低下率の個人差は

かなり大きかった（Stiffnessで－19.6％～＋11.0％）。対照群では骨密度に有意の変化は認め

られなかった。

　2.　対照群に較べ，妊娠前半期，中期の血液中Osteocalcin, Bone AlkalinePhosphataseは

いずれも有意に低く，尿中Hydroxyproline (H.P/Cre) は有意に高かった。妊娠中期および

出産時の尿中H.P/Creと骨密度変化率とは有意の負相関が認められ，妊娠中に骨吸収が亢

進した者程出産時に骨密度が低下したことが示された。

　3.　骨密度変化率と年齢，妊娠前のBMI，妊娠中の最大体重および体重増加量，出産回

数間にはいずれも有意の関連は認められなかった。

　4.　妊娠前半期の骨密度と妊娠中の低下率間には有意の負相関がみられ，骨密度の高い者

程妊娠中の低下率が大きかった。

　5.　妊娠前半期および出産時の骨密度と児の出生体重，出生身長間にはいずれも有意の正

相関が認められた。

結論　妊娠中には骨吸収が亢進し骨形成は低く，骨密度が低下する。低下の程度は個人差が大き

い。妊娠中の母体の骨密度は出産児の身長，体重と正相関がある。母体の保護と胎児の発

育，双方の観点から妊娠前にピークボンマスを高めることが重要である。
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